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その企業内教育への適用
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"videonetⅣ”の企業内教

育への適用イメージ

イントラネット･インター

ネット上の既存情報システム

に,MPEG-4(Moving-picture

ExpertsGroup4)映像を蓄鼠

配信する機能を付加するビデ

オサーバシステムが"Video-

netlV”である｡要求に応じて
視聴端末にMPEG-4映像をス

トリーミンク配信する｡

企業や公共機関,教育機関でイントラネットインターネット利用が広く普及し,その需要に伴って高速化ネットワーク環

境も徐々に整備されつつある現在,インターネットプロトコルを用いたネットワークシステムは,業務や教育を行ううえで必

要不可欠なものとなっている｡年引こ企業で,このウェブ技術を利用し,企業内教育の低コスト化と効率化を図るという動きが

国内外を問わずに急速に拡大しつつある｡このような企業内教育システムを構築する際,場所と晴間の制約を受けないことだ

けでなく,教育効果のある魅力的なコンテンツが要求される｡

日立製作所は.この要求にこたえるシステムとして,イントラネット･インターネット上に現在構築されている情報システ

ムに映像･音声の蓄積･送出機能を付加する,MPEG-4対応映像配信システム"VideonetlV”を製品化した｡

はじめに

近年,ネットワークとその周辺技術の進歩により,企

業や公共機関,教育機関でイントラネット･インター

ネット利用が広く普及し,業務や教育を行ううえで必要

イく可欠な環境として徐々に浸透してきている｡特に企業

で,このようなウェブ技術を利用し,企業内教育の低コ

スト化と効率化を図るという動きが急速に拡大しつつあ

る｡そのような状況に伴い,テキストのような静的情報

だけでなく,映像や音声のような動的情報も利用し,教

育効果の高いコンテンツを作成,提供したいとの要求が

沸き上がっている｡また,提供側の企業からだけでなく,

一夏講者からも,講座で効率よく業務に役立つ知識を深め

たり,時間や場所の制約を受けずに講座を受講したいと
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いう要求がある｡

日立製作所は,イントラネット･インターネット上に

構築される情報システムに映像･音声の蓄積･送出機能

を付加する,MPEG-4(Moving Picture Experts Group

4)=ル対応映像配信システム``videonetⅣ''を製品化して

いる｡

ここでは,`一VideonetⅣ”の企業内教育への利用法,構

成と機能,および適用事例について述べる｡

企業内教育における"VideonetⅣ”の利用法

2.1リアルタイム型企業内教育を受講する場合

講座受講の申し込みはしたものの,受講日当口に顧客

対応などの業務上の理由で自席にとどまらざるをえず,

出席できない場合があり,職場に居ながら聴講したいと

いう要求がある｡"VideonetⅣ”を導入することで,現地

で撮影している講義映像をリアルタイムにエンコードし,

そのMPEG-4映像パケットを視聴端末にマルチキャスト

配信させることが可能となり,出席できない人も業務を

行いながら,自席パソコンのWWW(World Wide Web)

ブラウザ上で聴講することができる｡なお,この配信設

定は,コンテンツ管理ツールを用いることにより,容易

に行うことができる(図1参照)｡

2.2 オンデマンド型企業内教育を受講する場合

終了済みの講義映像を録画したVTRテープ媒体を借り

る場合,貸し出し中などのために必ずしも視聴したいと

きに借りて視聴できない場合があり,一方,好きな時間

にしかも好きな場所で聴講したいという要求がある｡
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図1コンテンツ管三哩ツールの画面例

このツールでは,映像コンテンツ管理,マルチキャスト配信ス

ケジュール管理,およびリアルタイムエンコーダ制御を行う｡管

理ツールは,映像ファイルの抜いに不慣れなユーザーでも容易に

運用できる｡
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"VideonetⅣ”を導入することで,蓄積済みのMPEG-4講

義映像を聴講者の要求に従ってVOD(VideoonDemand)

配信させることが可能になり,複数の聴講者が時間や距

離的制約を受けずに,同じ講義映像をWWWブラウザ上

で聴講することができる｡

2.3 資料連携コンテンツを作成する場合

企業内教育に限らず,講義での資料配布は一般的であ

る｡"VideonetⅣ●'の映像配信サービスを利用する聴講者

が,後述のマルチキャスト配信で講義の再放送を聴講し

たり,170D配信で聴講したりする場合,講義映像とと

もに資料もWWWブラウザ上で同時に視聴したいという

要求がある｡``videonetⅣ'では,講義映像を選択した

際,講義映像の進行に応じて資料が自動的に切り替わる

ようなコンテンツをWWWブラウザ上で視聴することが

できる(国2参照)｡

さらに,``videonetⅣ''では,資料をあらかじめ

``videonetⅣ”に置き,講義映像を指定した時間に,指定

した資料を視聴端末のWWWブラウザに表示するか否か

をWWWブラウザ上で指定するツールを提供している

(図3参照)｡

"VideonetⅣ”の構成と機能

3.1構 成

"VideonetⅣ''は,ビデオサーバ,リアルタイムエンコ

ーダ,および視聴端末の三つのコンポーネントで構成す

る｡さらに,ビデオサーバは,映像配信システム全体を

統括する管理サーバ``Manager”と,MPEG-4映像を蓄積
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図2 資料連携コンテンツ視聴用画面の例

画面左側の映像の進行に合わせて,右側の資料が自動的に切り

替わって表示される(株式会社日立インフォメーションアカデミ

ーの講座風景)｡
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図3 資料連携コンテンツ作成用画面の例

下のフレーム画面で,映像の進行に合わせて切り替わるように

映像に連携する賃料とその表示時間を指定した後,更新ボタンを

クリックする｡これにより,"Manager”にその情報力ゞ渡され,コ

ンテンツが更新される(株式会社日立インフォメーションアカデ

ミーの講座風景)｡

する``Streamer”,および視聴端末に向けてMPEG-4映像

をストリーム配信する配信サーバ"Streamer''に分けられ

る｡この構成により,ビデオサーバの各コンポーネント

をネットワーク上に自由に配置できるようにしている(図

4参照)｡

3.2 機 能

"Manager''は,(1)ストリーム配信する映像情報を管

理する映像ファイル管理機能,(2)視聴端末ごとの映像
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図4"VideonetⅣ”の構成と機能

"VideonetlV”は,三つのコンポーネントに分けられる｡

"Manager”は.映像ファイル管理機敵視聴管理機敵およびセッ

ション管理機能を持つ｡"Streamer”は,配信規模に応じて拡張す

ることができる｡

利用権や視聴状態と障害を監視する視聴管理機能,およ

び(3)ビデオサーバと視聴端末との間の論理的な接続を

監視するセッション管理機能を提供し,管理者が容易に

これらの機能を運用できるツールを提供している｡

"streamer”は,視聴端末から要求された映像をユニ

キャストとマルチキャストで配送するストリーミング配

信機能と,リアルタイムエンコーダからのMPEG-4映像

をMPEG-4映像ファイルとして格納する映像ファイル蓄

積機能を提供している｡また,これらの機能は,視聴端

末の規模に応じて,映像の配信能力や蓄積容量を拡張す

ることができる｡

リアルタイムエンコーダは,ビデオカメラからの映像

をMPEG-4にリアルタイムエンコードし,"Streamer”に

入力する機能を提供している｡また,前述の管理ツール

を利用することにより,蓄積,配信するMPEG-4映像の

解像度,ビットレート,フレームレートなどのパラメー

タをきめ細かく設定することができる｡

視聴端末は,ビデオサーバからストリーム配信される

MPEG-4映像を復号化し,WWWブラウザ上にHTML

(Hypertext Markup Language)ページの一部として表

示する機能を,デコーダプラグインとして提供している｡

総合教育センタにおける事例

口立製作所は,社内技術教育の場である総合教育セン

タ技術研修所新横浜研修センタまたは青山研修センタ

に"VideonetⅣ”を導入し,2001年10月に試験運用する予

定である｡

新横浜研修センタの研修辛に講義風景を撮影するビデ

オカメラとリアルタイムエンコーダ,管理サーバ

"Manager'',および配信サーバ"Streamer''を設置する｡

視聴端末では,新横浜研修センタ内だけでなく,青山

研修センタ内,新川崎,浜松町,御茶ノ水にあるその他

幾つかの事業所内のパソコンにデコーダプラグインをイ

ンストールし,視聴する｡

新横浜研修センタでは,技術教育スケジュールに合わ

せ,ライブ放送開始時間を▲`videonetⅣ''に蓄積しながら

同時にストリーミング配信させるように,コンテンツ管

理ツールを用いて設定する｡この設定により,新横浜研

修センタ内の他の研修室だけでなく,青山研修センタ内

や各事業所内でも,聴講者はWWWブラウザを朋いて新

横浜研修センタの``VideonetⅣ''にアクセスし,リアルタ

イムで新横浜研修センタで行われている講座を聴講する

ことができる｡また,講義映像を同時に蓄積しているの
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図5 日立製作所の結合数育センタにおける``videonetⅣ”の

利用の仕組み

新横浜研修センタに"VjdeonetlV”のビデオサーバとリアルタイ

ムエンコーダを設置し,青山研修センタや幾つかの事業所のパソ

コンで新横浜の研修をリアルタイムに視聴したり,VODで視聴し

たりすることができる｡

で,その時間借に聴講できない受講者は,後日,新横浜

研修センタの"VideonetⅣ''にアクセスし,VODにより,

時間的制約を受けずに,自分のペースで好きな講座を何

度も繰り返して聴講することができる(図5参照)｡

おわりに

ここでは,"VideonetⅣ''の企業内教育への利用法,構

戌と機能,およびこのシステムの遠州事例について述

べた｡

ここで述べた例のほかにも,教育機関における教育シ

ステムへの利用(本特集の別論文1)を参照)や,顧客に対

する映像のリアルタイム販売システムへの利糊,映像を

使用した商品数売促進システムヘの利用など,映像と音
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声を利用するサービスではさまざまな応用例が考えら

れる｡

今後も,機能のいっそうの充実を図り,高い付加価値

を持つソリューションを顧客に提案していきたいと考え

ている｡
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